
ショートの訓練内容。 

10月から、ショートステイでのリハビリ訓練をさせていただく 

作業療法士の岡崎と申します。ショートステイでのリハビリとはどんなことをするのか？簡単に説

明させていただきます。まず在宅生活の中で、つまずきやすくなった、段差が上がりづらくなった

等の日常生活での困りごとがあれば、それに基づき足の運動や階段昇降の練習等のメニューを考え

実施していきます。他にもまだまだ外に散歩や買い物に行く体力をつけたい等あれば実際に外で歩

く練習もします。身体を動かすのが億劫な方は、マッサージ器具もありますので、あたるだけでリ

ラックスできますよ(*^_^*) 

まずは、楽しみながら身体を動かしていければと思っています。どうぞよろしくお願いします。 

 

 

向
日
葵
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
１０
名
の
ご
利
用
者
を
日
中
は
二

名
の
職
員
で
、
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ご
利
用
者
の
中
に 

は
、
ベ
ッ
ド
か
ら
起 

き
て
ホ
ー
ル
で
過
ご 

す
事
が
、
体
力
的
に 

困
難
に
な
っ
た
方
も 

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す 

が
、
ご
本
人
の
身
体 

的
負
担
に
配
慮
し
な 

   

が
ら
、
可
能
な
範
囲
で
ホ
ー

ル
で
過
ご
す
時
間
を
設
け

て
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
居

室
に
お
邪
魔
し
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事

も
あ
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
の
仕
事
は
、
食
事
介
助
、
排
泄
介
助
、
入
浴
介
助

と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
三
大
介
護
と
呼
ば
れ
る
身
体
介
護
が

主
と
な
り
ま
す
が
、
ご
利
用
者
と
接
す
る
中
で
、
日
々
変
化

す
る
状
態
や
ニ
ー
ズ
を
細
や
か
に
察
知
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
定
例
の
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
、

看
護
師
や
機
能
訓
練
士
と
も
情
報
を
共
有
し
、
ご
利
用
者
ひ

と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た
ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
心
が

け
て
い
ま
す
。 

          

新
し
い
年
を
迎
え
て
、
気
持
ち
新
た
に
、
ご
利
用
者
が
少

し
で
も
快
適
な
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

職
員
一
同
、
日
々
の
業
務
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年の暮れ、門松づくりに初挑戦しました。 

門松とは、歳神様に迷うことなく来ていただく

ための目印、歳神様が宿る依り代（よりしろ）、一

年の幸せや長寿を願うもの。 

 

 

 

 

 

 

 

これまで門松の製作をお願いしていた業者の方

から、今年は人手不足で作れないと連絡が入り、そ

れならば、自分たちで作ってみようと、材料の調達

から作り方まで、インターネットや Youtube を

フル活用し、試行錯誤の末、世界に一つの門松が完

成しました。初めての門松づくりでしたが、門松の

歴史に触れ、飾り物一 

つ一つが持つ意味を知 

る事が出来て、大変勉 

強になりました。 

さて、手作り門松を 

歳神様はどう思われた 

でしょうか。 

 

 

 

桜
ユ
ニ
ッ
ト
で
は
、
塗
り
絵
や
体
操
等
の
日
課
活
動
を
ご

利
用
者
の
希
望
に
あ
わ
せ
て
、
継
続
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

先
日
は
、
共
有 

ス
ペ
ー
ス
の
模
様 

替
え
を
行
い
ま
し 

た
。
ご
利
用
者
が 

施
設
内
で
メ
リ
ハ 

リ
の
あ
る
生
活
を 

送
る
こ
と
が
で
き 

る
よ
う
に
、
ダ
イ 

ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

(

食
事
の
場)

と
リ 

ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

(

く
つ
ろ
ぎ
の
場)

を
分
け
ま
し
た
。 

模
様
替
え
後
は
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、「
こ
こ
は

ゆ
っ
く
り
食
事
が
出
来
て
い
い
ね
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、 
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新聞の名前は、施設で飼っている 

ペットの名前です。  

名前：えんちゃん 

犬種：トイプードル 

性別：男の子 

 

ショートステイ 

え ん ち ゃ ん 新 聞  第 ４ １ 号

 

●施設の特徴 

４つのユニットで構成され、 

ユニットケアを行っています。 

特養：２９部屋（全室個室） 

    向日葵ユニット（１０） 

    金木犀ユニット（１０） 

    小梅ユニット（９） 

ショートステイ：（全室個室） 

   桜ユニット（１０） 

    桜ユニット 

ま
た
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
他
の
ご
利
用
者
と
の
交

流
や
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
を
す
る
場
と
し
て
、
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。 

模
様
替
え
に 

よ
っ
て
、
自
分 

の
ペ
ー
ス
で
気 

兼
ね
な
く
過
ご 

せ
る
空
間
を
演 

出
で
き
た
様
に 

思
い
ま
す
。 

ご
利
用
者
の 

中
に
は
、
え
ん 

ち
ゃ
ん
と
一
緒 

に
く
つ
ろ
ぐ
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
で
は
、
年
齢
や
好
き
な
も
の
な
ど
共
通
の
話
題
が

あ
る
と
時
間
を
忘
れ
て
話
し
が
盛
り
上
が
る
こ
と
も
よ
く
あ

り
ま
す
。 

ご
利
用
者
に
と
っ
て
過
ご
し
や
す
く
、
楽
し
い
時
間
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
職
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
日
々
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ユニットからの景色 

 

えんちゃんとひなたぼっこ 
釣れるかな 

打ち合わせ 

 

ご
挨
拶 

 

 

えんちゃんといっしょ 

おしゃべりタイム 

 

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

日
頃
よ
り
、
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
様
、
地
域
の
皆
様
、

事
業
所
の
皆
様
等
、
関
係
者
各
位
の
方
々
か
ら
の
温
か
い
ご

支
援
と
、
協
力
を
賜
り
、
無
事
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
事
を
心
よ
り
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

利
用
者
の
皆
様
や
ご
家
族
の
方
々
に
と
っ
て
安
心
で
安
全

な
ケ
ア
の
ご
提
供
と
、「
偕
楽
園
を
利
用
し
て
よ
か
っ
た
」

と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
ケ
ア
を
目
指
し
、
職
員
一
同
、
誠

心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
年
も
慌
し
い
一
年
に
な

り
そ
う
な
世
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
共
は
、
地
域
に
根
ざ

し
、
皆
様
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
で
あ
る
た

め
に
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
も
の
を
基
盤
と
し
た
、
ぶ
れ
る

こ
と
が
な
い
安
定
し
た
運
営
を
心
が
け
て
ま
い
り
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
は
、
穏
や
か
な
幸
せ
な
一
年
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
、

地
域
の
和
を
大
事
に
、
皆
様
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

地
域
の
皆
様
と
共
生
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
関
係
者
の
み
な
さ
ま
の
更
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
記
念
し
、
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

令
和
二
年 

元
旦 

社

会

福

祉

法

人 

亀
鶴
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

偕
楽
園 

施
設
長 

 

井

上

俊

男 

 

https://frame-illust.com/fi/wp-content/uploads/2015/11/9e40fcd1f68ff8012d0bdf89e1da94ff.png


 

 

  

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

       

 

今
回
は
、
写
真
撮
影
の
た
め
〝
ね
ず
み
〟

に
変
身
し
ま
し
た
。
実
は
、
か
ぶ
り
物
が
、

ち
ょ
っ
と
苦
手
な
え
ん
ち
ゃ
ん
。
そ
れ
で
も

み
ん
な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
な
ら
と
頑

張
り
ま
し
た
。
今
年
も
施
設
内
を
ね
ず
み
の

よ
う
に
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
走
り
回
り
ま
す

の
で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て 

下
さ
い
ね
。 

 

●特別養護老人ホーム 

◇介護職員（正） 

  ①  7:00～16:00 

  ② 13:00～22:00 

  ③ 22:00～ 7:00 

   ①～③のローテーション 

   ・食事、介助、入浴介助、 

   レクレーション等  

 

◇宿直 

17:30～ 8:30 

  ・巡視及び点検、記録業務 

   施設犬の世話等 

●
「
科
学
的
ケ
ア
と
心
の
ケ
ア
で
行
う 

最
新
の
認
知
症
ケ
ア
」 

認
知
症
の
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
周
辺
症
状
）
の
要
因 

身
体
的
要
因
と
精
神
的
要
因
と
環
境
的
要
因
の
す

べ
て 

 

介
護
福
祉
士 

麻
生
秀
美 

 

令
和
元
年
１１
月
２２
日
、
大
分
県
総
合
社
会
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
た
特
定
非
営
利
活
動
法
人 
全
国

高
齢
者
ケ
ア
研
究
会 

研
究
委
員
長 

泉
田
照
雄

氏
に
よ
る
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

徘
徊
、
不
潔
行
為
、 

異
食
行
為
、
暴
力
・
暴 

言
、
帰
宅
願
望
な
ど
の 

症
状
が
み
ら
れ
る
場
合 

医
師
の
診
断
の
も
と
、 

治
療
薬
（
向
精
神
薬
） 

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り 

治
療
薬
が
有
効
に
働
け
ば 

症
状
の
軽
快
が
見
ら
れ
、
日
常
生
活
が
普
通
に
送
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
治
療
薬
の
使
用
に
は
、

副
作
用
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
治
療
薬
が
有
効
に

働
い
て
い
る
か
、
不
眠
や
倦
怠
感
な
ど
は
な
い
か
な

ど
、
細
か
く
日
常
生
活
を
観
察
し
て
医
師
に
伝
え
、

治
療
薬
の
減
量
、
中
止
を
実
施
し
、
出
来
る
だ
け
長

期
使
用
は
避
け
ま
す
。
向
精
神
薬
の
服
用
を
間
違
う

と
過
鎮
静
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
定
期
的
に
受
診

し
、
服
薬
が
正
し
い
か
検
査
し
、
身
体
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
認
知
証
の
方
の
排
泄
の
失
敗
は
、
心
に
傷

が
残
ら
な
い
よ
う
に
排
泄
パ
タ
ー
ン
を
周
知
し
誘

導
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
①
漏
ら
さ
な
い
、

②
濡
ら
さ
な
い
、
③
汚
さ
な
い
事
に
よ
り
、
精
神
的

苦
痛
が
な
く
な
り
ま
す
。
尿
漏
れ
は
、
尿
と
り
パ
ッ 

ト
を
使
用
す
る
こ
と 

に
よ
り
安
心
感
を
与 

え
、
尿
量
が
多
い
の
で 

あ
れ
ば
、
見
合
っ
た 

パ
ッ
ト
を
使
用
し
、 

不
安
感
を
取
り
除
き 

ま
す
。
ま
た
、
便
が 
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外
部
研
修
報
告  

 

 

月
に
１
回
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
居
宅
、
訪
問
介

護
の
職
員
と
合
同
で
、
職
場
内
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
外
部
研
修
会
に
参
加
し
た
内
容
や
旬
の
テ
ー
マ

を
全
員
で
共
有
し
、
利
用
者
の
皆
様
に
よ
り
よ
い
ケ

ア
が
提
供
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

●
１０
月
の
テ
ー
マ 
 

 

『
施
設
に
お
け
る
感
染
対
策 

 

～
環
境
整
備
か
ら
は
じ
ま
る
感
染
管
理
～
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

看
護
主
任 

田
巻
里
美 

●
１１
月
の
テ
ー
マ 

 

『
医
療
（
健
康
管
理
）』
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設
長 

井
上
俊
男 

●
１２
月
の
テ
ー
マ 

 
 

『
介
護
現
場
の
仕
事
』
に
つ
い
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

施
設
長 

井
上
俊
男 

   

内
部
研
修
報
告  

 

  

◇看護師（正） 

 ①  7:00～16:00 

 ②  9:00～18:00 

 ③ 10:00～19:00 

 ①～③のローテーション 

 ・看護師免許（正・准）の何れか 

 ・利用者の健康管理、医療機関との 

調整、受診対応等 

 

◇看護師（パ） 

 ①  7:00～11:00 

 ・看護師免許（正・准）の何れか 

 ・利用者の健康管理、医療機関との 

調整、受診対応等 

 

 
● ご不明な点などございましたら、気軽にご連絡下さい。（担当：大山、塩田 22-2515） 

●グループホーム 

 ◇介護職員（正） 

  ① 7:00～16:00 

  ② 10:30～19:30 

  ③ 16:30～ 9:30 

  ①～③のローテーション 

・食事、介助、入浴介助、 

   レクレーション等  

 

 

●ヘルパーステーション 

 ◇ホームヘルパー 

  9：00～18:00の間の２時間以上 

  ・高齢者宅における身体介助、 

日常生活支援 

 

   

 

 

～ 私たちと一緒に働きませんか ～ 職員募集 

出
な
い
か
ら
と
下
剤
を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
腹

部
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
試
し
た
り
、
食
事
療
法
を
し
た
り

し
て
、
な
る
べ
く
自
然
な
状
態
で
排
便
を
促
す
こ
と

が
大
切
で
す
。 

認
知
症
の
方
が 

 

安
心
し
て
生
活
す 

 

る
に
は
、
医
師
、 

 

看
護
、
介
護
、
ソ
ー 

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、 

 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、 

家
族
が
情
報
を
共
有
し
、
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
行

い
、
話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
る
研
修
で
し

た
。 

※
過
鎮
静…

向
精
神
薬
の
過
剰
投
与
に
よ
っ
て
、
精

神
機
能
や
運
動
機
能
が
低
下
し
た
状
態 

相
談
援
助
部
門 

12 月 28日、澄み渡る冬空の下、早朝から 

各事業所選抜メンバー（？）が集まり、偕楽園 

グループ恒例の餅つきを行いました。辺りに立ち込める薪を燃やす

匂い、もち米の蒸し上がる香り、そして、杵と臼で餅をつく風景は、

昔ながらの季節の風物詩です。出来上がった餅は、各事業所の入口

に歳神様へのお供えとして飾ったり、私達職員も縁起餅としていた

だきました。 

 

 

薪を割り、 火をおこして、もち米を蒸し、 

杵と臼でもち米をつき、 おいしい餅の出来上がり 

作品集 ～ちぎり絵～ 

あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今年も宜しくお願いでちゅぅ 

偕
楽
園
に
は
、
看
護
部
門
、
介
護
部
門
な
ど
様
々

な
職
種
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
で
も
特
に

ご
家
族
の
皆
様
と
関
わ
る
機
会
の
多
い
相
談
援
助
部

門
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
現

在
、
介
護
支
援
専
門
員
１
名
、
生
活
相
談
員
１
名
、

介
助
員
１
名
の
合
計
３
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 □ 

生
活
相
談
員
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
） 

 

ご
利
用
者
の
入
所
ま
で
の
事
前
調
整
か
ら
退
所
ま

で
の
全
般
に
係
わ
り
ま
す
。
個
別
記
録
の
管
理
、
相

談
や
苦
情
へ
の
対
応
、
入
退
院
に
係
わ
る
医
療
機
関

と
の
連
携
な
ど
、
日
頃
か
ら
ご
利
用
者
の
状
態
を
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
福

祉
に
関
す
る
こ
と
、
外
部
か
ら
の
実
習
生
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
入
な
ど
業
務
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
。 

 

□ 

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
） 

 

ご
利
用
者
の
心
身
の
状
態
や
ご
家
族
の
希
望
を
基

に
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
作
成

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
要
介
護
認
定
の
更
新
や
変
更

手
続
き
等
の
代
行
業
務
も
行
い
ま
す
。
ご
利
用
者
の

生
活
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内
容
に
則
し
た
も
の
と
な
る

よ
う
、
生
活
援
護
業
務
を
行
い
ま
す
。 

 
 

 

□ 

介
助
員 

 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
ご
利
用
者
の
送
迎
や
特
養
入
所

者
の
受
診
時
の
送
迎
、
ま
た
、
介
護
業
務
の
補
助
を

主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
敷
地
内

の
緑
地
管
理
や
建
物
の
営
繕
管
理
と
い
っ
た
縁
の
下

の
力
持
ち
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

  

各
職
種
と
の
連
携
を
密
に 

行
い
、
ご
利
用
者
が
安
全
で 

快
適
な
生
活
を
送
れ
る
様
に 

ま
た
、
ご
家
族
に
安
心
し
て 

い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て 

参
り
ま
す
。
ご
相
談
等
が
ご 

ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に 

お
声
掛
け
下
さ
い
。 

生活相談員 
土田 

介助員 
金子 

介護支援専門員 
矢野 


